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表 一1か ら、まず発根個 体数は各樹種問でい ち じる しく異fxpl、 発 根 しやすい樹種はサザ ンカ、

カクレ ミノ、 サンゴジユ、 トペ ラ、 ネズ ミモ チなどで あつた。反対 に発根 しに くいのはアベ リ

ァで、 中間的 な樹種は ヒイラギ、 ヒイラギ懸クセイ、 ツッジな どである。 この試験の主 眼点 で

あつたさ し床 の厚みは、最 も薄い15cntさ し床区で?60本 の うち7C8本 が 発根 しその発根率

は約74%で あつ たのに対 し、 中厚 さの25cmさ し床区では発根率約70%、 最 も厚 い55em

さ し床 区では発根率約45%で さ し床 の土の厚さは厚い程 よ くない ことが判つた.こ れは微細

な粘土 粒子 の沈下 に よつて 目づ蓬 りを起 し、さ し床が過湿に なるためではないか と考え られ る。

第5に 、灌 水量 についてみ ると、49分 間隔で25秒 灌 水 した ときの発根個体数は856個 体で

これはさ し付 本数の約59%に 相 当するのに対 し、120分 間 隔で15秒 灌 水 したときにはそれ

ぞ れ955個 体(約65%)が 発 根 した。 後者す なわ ち灌水量が少ない方が やや 良好 な ようであ

る。精 しい分析 は 目下計算 中で ある。

8昭 和45年 度 に購入 したユーカ リ種子 について

宮 燐 安 貞

昭和45年 度にオース トラ リアの種苗業者か らエー一カ リ58樹 種の種子 それぞ れ2分 の1オ

ンス を購入 した。購入総額は オース トラ リア ・ドルで46トVル5g-tン ト(邦 貨約25,598円)

で ある。 これ らの種子 は粕演 の種子保存庫 に入 れて5℃ で保存 した。購入 目的は、粕演林木 育種

試験地 内に設定が予定 されているユーカ ジ樹木 園に供す るためである。今 後の計 画 としては、

昭和46年 度に播種 してボ ツ ト栽培 に よplts苗 を得 る計 画である。 ユーカ リ樹種名 お よび単 価

な どを表 一 層て示 した,

表 一{ユ ーカ リの樹種名 と価格
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